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各位                                                 2022 年 3 月 1 日     

 拝啓 毎々格別のお引立てを賜り厚く御礼申しあげます。 

春の陽気が心地よく感じられる今日この頃、ちゅううがなびら（如何お過ごしで

しょうか 
 

やんばるのイタジイの若葉が芽吹き、沖縄にうりずんの季節が訪れてきました。 

植物の生命が輝くシーズンです。お花屋の店先に色とりどりの花が並び、いたる

ところで花々が見てと言わんばかりに咲き誇っています。大好きな季節の訪れ、 

心も軽やかになります。一鉢の花・一輪の花から愛でてみてはいかがでしょうか 
 

 先月、「城間びんがた工房」15 代目の城間栄順氏の、米寿記念の展示会に行き

ました。氏はきもの地と帯地をメインに制作しています。展示会では絵柄も伝統

の柄から、幾何学模様、花の絵柄、海の生きもの、様々です。個人的には芭蕉布

の紅型が、とても印象に残っています。ふぐの絵柄もとても可愛かった。せめて 

1 枚でもと思いましたが・・・・残念、資金が少々いや全然足りない。でも紅型

の世界に浸り豊かな時間を過ごせました。改めて、沖縄の工芸品のもつ魅力、独

創性を感じました。手に取る事は出来ないけれども身近にある、沖縄の誇りの一

つです。でも着物は無理としても、最近はタペストリーや額縁絵、傘やバックま

で様々な商品があります。去年首里城の紅型のタペストリーを手に入れ、在りし

日の首里城に思いを馳せています。 
 

 そろそろ花束を抱えた高校生達が、見かけられる時間。彼らの前途が洋々とし

て開ける事を祈ります。コロナ禍が続きますがお体お大事に、ご自愛ください。 

 敬具 

cs 部 野里より 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞも是非ご覧くださいませ。お得な情報が一杯です。ｱﾄﾞﾚﾚｽ https://uom.co.jp です 

                   

  

  

 

 

 

 

 

 

 
熱帯ドリームセンターのチューリップ（宮城撮影 

我が家の百合の花 近所のお宅の木蓮の花 


